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 平成２７年 ７月１０日 
 千葉大学国際教育センター 

 
主催：長崎県 共催：千葉大学国際教育センター  

留学生及び日本人学生向け 英語による開催 

『被爆体験講話会 Lecture by an Atomic Bomb Survivor』 

 長崎県及び千葉大学国際教育センターは，原子爆弾及び戦争の残酷さを後世へ

伝えるため，7 月 17 日（金）に被爆体験講和会を開催しますので，ご案内いたし

ます。 

【背景】 

今年は広島市・長崎市に原子爆弾が投下されて７０年です。 

原子爆弾による死者の人数は２０万人以上（広島では約１４万人、長崎では７

万５千人）にのぼります。この歴史を決して忘れることはできません。 

その記憶を特に守ってきたのは、様々な健康障害に苦しみながら、核兵器なき平

和的世界を願う被爆者です。多くの被爆者が高齢になった今、被爆体験講話会は

ますます貴重な機会になっています。なお、今回講話会は、長崎市内で被爆した

81 歳の男性が、英語で行う予定 です。日本人学生はもとより，多くの留学生 に

も参加していただきたいと考えています。 
【概要】 
○開催日時：平成 27 年 7 月 17 日（金） 

・パネル展示：14:00～17:00 
・講 話 会：14:30～16:00 

○開催場所：千葉大学西千葉キャンパス アカデミックリンクセンター１階 
パネル展示「まなび」、講話会「ひかり」 

○定員：80 名 
○主催：長崎県 共催：千葉大学国際教育センター 

URL: http://cire-chiba-u.jp/article/001316.html 
 

取材に関するお問い合せ先 
千葉大学企画総務部渉外企画課広報室 

Tel：043-290-2232 Fax：043-284-2550 
E-mail：bag2018@office.chiba-u.jp 

 

取材のご案内 


